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福島県農業振興公社だより

発行元 福島市中町８番２号

第 １３ 号 平成１６年 ３月 財団法人福島県農業振興公社

TEL 024-521-9833 FAX 024-524-2393

第４回福島県農地保有合理化法人連絡会議を開催

推進することを目的に開催し３４名が出席し

ました。

会議に先立ち農林水産省経営局構造改善課

農地保有合理化班訟務官 松枝恵一 氏より

「現在の農業情勢と農地利用集積の方向につ

いて」と題して基調講演が行われました。

次に、舘岩村農業公社総務課長 星 英信

平成１６年２月５日（木 、福島市「福島 氏が舘岩村農業公社における農地保有合理化）

県自治会館」において、第４回福島県農地 事業の実施状況について事例報告が行われた

保有合理化法人連絡会議を開催しました。 後 平成１６年度農地流動化関連新規事業 地、 「

（ ） 、この連絡会議は、農地保有合理化法人相 域ぐるみ農地集積事業 県単独事業 の概要

互の連携を強化し、農地保有合理化事業を 平成１５年度実績見込み、平成１６年度事業

活用した地域における効率的土地利用等を 計画について情報交換が行われました。
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農 地 調 整 課

昭和村「グリーンファーム」が公社を訪問

用型部門での農林水産大臣賞を受賞した

（有）グリーンファーム（昭和村）が受賞

報告のため 平成１６年２月２日 月 (有)、 （ ）

グリーンファーム小林安郎代表取締役が当

公社を訪れました。

(有)グリーンファームは、地域・ＪＡ・

行政が一体となって設立した担い手となる

特定農業法人であり、担い手がなく高齢化

が進んだ中山間地域で農地保有合理化事業

を活用し農地の集積を行っております。（左から小林昭和村長、小林取締役、

公社ＨＰの事例紹介の中で、むらぐるみ公社星専務理事 入江会津坂下普及所長、 ）

平成１６年１月２３日農林水産省におい ７つのタイプ・第三セクター［ 他地域の07

て、全国経営基盤強化促進委員会の本年度 担い手に任せる（第三セクター ］に掲載し）

優良認定農業者の表彰式で、法人・土地利 ておりますので是非ご覧下さい。

（ ）http://www.fnk.or.jp

育成センター

全国青年農業者会議で「サークルつばさ」が表彰

平成１６年３月４日（木）～６日（土） 多方農業改良普及所管内の農業青年クラブ

の３日間、東京都「国立オリンピック記念 「サークルつばさ」が第一席を受賞いたし

青少年総合センター」において、平成１５ ました。

年度全国青年農業者会議が行われました。

この会議は、日本農業の担い手の若者た

ちが、日頃の研究成果について発表すると

、 、ともに 農業についての諸問題を討議して

新しい農業及び農村の建設に資することを

目的として開催されました。

この会議の大会式典の中で 「農業青年、

クラブ機関紙（誌 ・ホームページコンク）

（福島県からの参加者）ール」の「ホームページの部」において喜
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育成センター

～県内外から１９名が参加～新規就農希望者支援交流会を開催！
主催 福島県農業振興公社青年農業者等育成センタ－

福島県農業会議新規就農相談センタ－

平成１６年３月６日（土 、福島市「福 交流会では、育成センタ－から、新規就）

島県青少年会館」において、新規就農希望 農を考えるに当たっての留意事項などを説

者支援交流会を開催しました。この交流会 明した後、県北地方に新規参入で就農した

は、就農を希望されている方々が既に就農 ２名の先輩農業者からの事例報告、参加者

した先輩農業者からの生の声を聞いたり、 との意見交換、さらに午後からは農業施設

就農地等の現地をつぶさに視察すること 等の現地視察を行いました。

で、農業・農村に対する理解を深め、今後 参加者は、先輩農業者の実体験に基づく

の就農に備えて貰うことを目的に開催した 貴重なアドバスを聞き漏らさぬよう熱心に

もので、朝からの降雪にもかかわらず県内 メモをするなど、これから新規就農を考え

外から１９名が参加しました。 るうえで大いに参考になったようでした。

(平成 年度に霊山町に就農された大武秀紀さんからのアドバ （現地視察先である四季の里いちご園の渡邉和宏さんからの説明9
イスを真剣に聞く参加者） を聞く参加者）

平成１５年度福島県農村青年会議を開催しました。

この会議は、新しい農業経営者としての

資質の向上を図ることを目的に開催し、約

１１０名が参加しました。

会議初日は 「地域興しマイスター」小柳、

剛照氏を招いて「元気が出る地域興し」を

テーマとした講演が行われ、その後グルー

プ討議を行い盛会に終了しました。

２日目は、農業青年が日頃からの研究成

、果をテーマにプロジェクト発表会が行われ

プロジェクト発表の部・意見発表の部それ

平成１６年２月５日（木）～６日（金） ぞれ９名が発表を行いました。

の２日間、郡山市熱海町「清稜山倶楽部」 最優秀賞（知事賞）

において、平成１５年度福島県農村青年会 ”ＡＴＣＨ 佐原洋一郎、今井雄治D
議を福島県農業青年クラブ連絡協議会との 優秀賞（公社理事長賞）

共催により開催しました。 ”ＡＴＣＨ 後藤正人D
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公社利用者の声

河東町 梶内 正信

私は、河東町で水稲、花きなどの複合経 するにしても一度農業公社が所有者となり

営を行っており 経営規模は 水稲約 第三者の権利抹消等の処理を行ってからの、 、 14,500

ａ、花き（スターチス） 、花木（カナ 売買であり、農地を取得する者として安心30a

リヤナス） を栽培しております。 して農地取得が出来ることだと思います。30a

私と農業公社との関わりとして、現在町 私は規模拡大にあたり、町農業委員会が

農業委員を務めている関係から、農地移動 実施する農地の利用調整により農業公社か

適正化斡旋事業や農地保有合理化事業等、 ら農地を取得ましたが、平成 年度には13

規模拡大に係る農地集積の制度にふれる機 農地取得を前提とした一時貸し付けの制度

会が多く、地域の農地を維持するためには とリース事業を活用し のトラクター50ps

地域の農業を守る担い手農家の育成が必要 を導入しました。

であり、そのためには農地集積による作業 これらの制度は、規模拡大を行う上で大

効率及び生産性の向上による安定的な農業 変有効な制度であり規模拡大予定者の都合

経営が出来る基盤作りが欠かせないと思っ による取得時期の調整や農業機械の設備投

ております。 資の軽減が図れる等、これらをうまく活用

公社を仲介した売買のメリットとして、 した規模拡大を今後も進めて行きたいと思

例えば、同じ集落内の所有者の農地を取得 います。

編 集 後 記

日本人は、水と安全はただと思っていた時期もありましたが、現在は飲料水をコンビニやスーパ

ーで購入する方がとても多くなっています。日本の水がうまいのはカルシウムやマグネシウムなどの

適度のミネラルを含んでいるためで、水道水のカルキ臭などを我慢すればいつでも好きなだけ水が飲

める。こんな国は世界でも数少ないと思いますが 「うまさ」なのか「安全」を求めて買っているの、

か、水道水を信用できない人が多くなっているのも確かなように思います。 （ ． ）S M

960-8681問い合わせ あて先 〒
福島県福島市中町８番２号
財団法人福島県農業振興公社 総務課
TEL 024 521 9834 FAX 024 524 2393( ) ( )
みなさんのご意見ご感想をお寄せください。
h t t p : / / w w w . f n k . o r . j p

※この広報誌は、再生紙を利用しております。

「あなたを、守る シートベルト 忘れないでね」


